
 

 

 

 

 

 

地域とともに歩んだ５月 

（音楽大パレード出発前の円陣） 

５月は、地域とのつながりの中で、子どもた

ちが仲間と力を合わせながら活動する姿が

多く見られた１か月となりました。 

安全について考える学習や、地域の自然に

ふれる体験活動を通して、子どもたちは自分

で考えて行動することや、命のつながりについ

て学びを深めました。また、児童会活動では、

一人ひとりのよさを大切にしながら、みんなで

よりよい学校をつくっていこうとする思いが広

がっています。 

そして、鼓笛隊の活動では、仲間と心を一

つにしながら、地域の方々への感謝を込めて

演奏する姿が見られました。 

地域の皆様に支えられながら、一人一人が

成長していることを感じる５月となりました。 

心をひとつに響かせて 
― ５月２３日 観光祭音楽大パレード ― 

５月 23日、５・６年生が「日田川開き観光

祭音楽大パレード」に参加しました。 

今年の鼓笛隊のテーマは、「心をひとつに

～届け感動の音～」です。 

子どもたちは、昨年度の６年生から鼓笛を

受け継ぎ、約７か月間、この日のために練習を

積み重ねてきました。演奏だけでなく、歩く速

さや隊列、動きのタイミングまでそろえながら、

みんなで一つの演奏をつくり上げようと取り

組んできました。昼休みに自主的に集まり、体

育館で行進しながら練習する６年生の姿も見

られました。よりよい演奏を目指して、自分た

ちで声をかけ合いながら取り組む姿に、最高

学年としての成長を感じました。 

５月１２日の公道練習や、１５日の校区内パ

レードでは、多くの保護者や地域の皆様が沿

道から温かな拍手や声援を送ってくださいま

した。お仕事の間に沿道まで出て見守り、励ま

しの声をかけていただいたことは、子どもたち

にとって大きな力となっていました。 

昨年度は、観光祭音楽大パレードが中止と

なり、本番の舞台で演奏することができませ

んでした。今年は、その思いも受け継ぎなが

ら、本番の日を迎えました。 

当日は、多くの観光客や地域の皆様が沿

道から温かな拍手や声援を送ってくださいま

した。子どもたちは、その声援に励まされなが

ら、最後まで心を一つにして演奏を続け、竹田

公園まで歩き切ることができました。 

本番を終えた子どもたちの表情には、大き

な達成感が感じられました。仲間と音をつな

ぎ、歩みをそろえながら演奏した経験は、これ

からの自信や成長につながっていくことと思

います。 

これまで鼓笛隊を支えてくださった保護者・

地域の皆様に、心より感謝申し上げます。 
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安全な歩き方を考える 
― 5月１日 １年生交通安全教室 ― 
道路の写

真を見なが

ら、「どこを歩

けば安全か」

「なぜ右側を

歩くのか」な

どについて

考え、子ども

たちは自分の考えをしっかりと発表していまし

た。また、模擬の横断歩道を使った体験活動

では、「止まる」「運転手さんの顔を見る」「通

り過ぎるまで待つ」といった約束を確認しなが

ら、安全な歩き方を学びました。 

これから一人で歩く場面も増えていく１年

生にとって、自分で考えて安全に行動する力

はとても大切です。 

命のつながりを学ぶ 
― ５月７日 ４年生稚鮎の放流体験 ― 

日田漁業

協同組合の

ご協力のも

と、４年生が

琴平公民館

前の高瀬川

で稚鮎の放

流体験を行いました。 

子どもたちは、元気よく川へ泳ぎ出していく

稚鮎の様子に目を輝かせながら、川と命のつ

ながりについて学びました。活動の中では、

「鮎は１年で一生を終える魚であること」「き

れいな川にはおいしい苔が育つこと」などに

ついて教えていただきました。 

実際に放流を体験し、地域の方々の話を聞

くことで、自然の大切さや命の循環について

実感を伴って考える時間となりました。 

みんなでつくる学校へ 
― ５月１１日 児童会テーマ決定 ― 

児童会代表委員会が開かれ、今年度の児

童会テーマが決定しました。今年度のテーマ

は、「一人ひとりのよさを大切にして、笑顔あ

ふれる高瀬っ子」です。 

４年生以上

の代表児童

が話し合いに

参加し、２・３

年生も学級で

考えた内容を

届ける形で、

全校みんなでテーマを考えました。 

このテーマには、一人ひとりの考えやよさを

大切にしながら、みんなでよりよい学校をつく

っていこうという思いが込められています。 

 

地域に見守られて 

― ５月 13日 杉の子パトロール隊との顔合わせ ― 

当日

は、隈交

番のお巡

りさんから

「大きなあ

いさつが

交わされ

る地域で

は、泥棒も悪いことをしにくくなる」というお話

もしていただきました。 

子どもたちも、「おはようございます！」と元

気よくあいさつを返していました。地域の方か

らは、「以前よりもあいさつの声が大きくなっ

た」とのお話もいただき、日々の積み重ねが地

域とのつながりにつながっていることを感じま

した。 

 

 

 

 

 

未来へ向けて
５月は、仲間と協力しながら活動する

中で、子どもたちが自分で考え、行動しよ

うとする姿が多く見られた１か月でした。 

６月には、春のオープンスクールや５年

生の田植えなど、地域や自然と関わる学

習が続いていきます。今年度初めて取り

組む「田んぼでの泥遊び」も予定してお

り、子どもたちにとって、自然に親しみな

がら学ぶ貴重な機会となりそうです。 

今後も、子どもたち一人一人の学びや

成長を大切にしながら、地域とともに歩

む学校づくりを進めてまいります。 


